
裏に支えの骨組をつくり，裏土と一体化させ

るため，ポリマールをしみ込ませたグラスファ

イバーマ ットをはりつける。

遺構面を清掃し， E X P (イソシアネートプ

リポリマー）をさらにしみ込ませて固める。

薬剤： EXP, PS-NYーシンナー

1 号集石

清掃を行ない，展示用の化粧板などをあてる。

カビ対策用にホルマリンを 4~5倍位薄めたも
のを途布しておく 。

遺構の天地を元にもどし，上ぶた，発泡ウレ

タン，画仙紙，針金等を除去していく 。

⑭ 

儡~
.·.• ヽ

区

.... 
動く石はエポキシ系の接着剤で固定し，ひび

がはいって土が動く場合は，エボキシ樹脂エマ

ルジョンの原液を流し込んだり，土と練ったも

のをつめておく 。

薬剤：エポキシ系接着剤，エポキシ樹脂エマ

ルジョン

嵐i

2 号集石
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I. 調査に至るまでの経過

九州縦貫自動車道の計画は昭和43年3月，整備計画が決定され，つづいて 4月には日本道路

公団に対して，加治木～鹿児島間25kmの区間について工事施行命令が出された。

これを受けて，県教育委員会は文化庁の指導を受け， 日本道路公団鹿児島工事事務所と連絡

のうえ，県内在住の考古学，文化財関係者の協力を得て，昭和43年12月17日～昭和44年 1月20

日まで，加治木～鹿児島間の埋蔵文化財包蔵地の分布調査を実施した。

その後，本工区の工事着工が具体化したため，県教育委員会文化室（当時）は，昭和47年8

月22B,再び分布調査を実施した。・

これら 2回の分布調査の結果，鹿児島市の区間内には，木ノ迫・加治屋園・加栗山・神ノ木

山の 4遺跡が確認された。

その後，建設事業の推進と文化財の保護について協議をすすめた結果，これらの遺跡につい

ては発掘調査を実施し，記録保存を図ることとなった。

発掘調査は，昭和49年2月より加栗山遺跡から実施した。

本遺跡は，昭和50年5月12日~15日まで実施した。

n. 調査の組織及び調査の経過

調査責任者 文化課長 宇都 哲（昭和50年度）

文化課長 山下典夫（昭和55年度）

調査企画 専 門 員 河野治雄（昭和50年度）

専 門 員 本蔵久三（昭和50・55年度）

課長補佐 有村八朗（昭和50年度）

課長補佐 新 時弘（昭和55年度）

調査担当者 文化財研究員 戸崎勝洋

主 事 青崎和憲

事務担当者 係 長 中島敏光（昭和50年度）

係 長 川畑栄造（昭和55年度）

主 事 野村和徳（昭和50年度）

主 事 安藤幸治（昭和55年度）

主 事 長山恭子（昭和50年度）

主 事 天辰京子（昭和55年度）

発掘調査は，昭和50年5月12日より草木の下刈りからはじめ， 2X2mのトレンチを順次掘

り下げたが，耕作土下はシラス層（無遺物層）であったため 5月158終了した。

調査期間は 4日間である。
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皿遺跡の位置及び環境

本遺跡は，鹿児島市下田町字神ノ木山に所在する。日本道路公団の九州縦貰自動車道の中心

杭でいえば， STANO212付近の開拓された畑地である。

このあたりは，シラス台地が侵蝕を受けてできた開拓谷が入り込み複雑な地形となる。本遺

跡の所在するところは，北西・南東及び南側とも深い谷となり，幅約70mの馬背状を呈する。

標高約 113m を測る。現況は傾斜而を削平した狭い段々畑が尾根を中心に左右に点在し，その

多くは荒地と化している。

＇ ．
 

，
立

¢t 

9

.

9

 

沖
小
島

I: 50,000 鹿児島

第 1図 神ノ木山遺跡位置および周辺遺跡

1 . 神ノ木山遺跡 2. 加栗山遺跡 3. 加治屋圏遺跡 4. 黒曜石原産地 5. 石郷遺跡

6. 七社遺跡 7. 前平遺跡 8. 春日町遺跡 9. 若宮神社 10. 大竜小学校 11. 南l什l

神社遺跡 12. 竪野（冷水）窯跡 13. 鶴丸城（鹿児島城）本丸・ニの丸 14. 釘田遺跡第8地

点 16. 県立医大遺跡 17. ・ の宮遺窃 18. 笹貫遺跡 19. 武貝塚
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M 調査の概要

調査は，九州縦貰自動車道の中心杭 STA212を中心に 2mの方眼を設定し， 2X2m及び

2X4mを碁本とし，市松状に掘り下げた。

その結果， 10~30cmの耕作上下はシラス層となり，遺物は 1点も出土しなかった。

このような状況は各トレンチとも同様であるが，一部に二次堆積による黒色土層が観察され

たものの，その地点は流水路状となる地形のためであった。

第2図トレンチ配置図

v. むすび

以上のように，発掘調査では遺構・遺物は何ら検出されなかった。

-3-



跡 全 景（西から）

遺跡近景（西から）
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-、

編集後記

二度の厳寒と酷暑に耐え，ある時は，青天を突き破るがごとくもくもくと

立ち登る桜島の噴煙の降灰を被り，ある時は，川上小学校・緑ケ丘中学校の

生徒達と古代の人々の生活について，竹ベラや移植ゴテを持っての楽しい語

いの中，遂行された発掘調査は，中世山城・縄文時代早前期・先士器時代の

文化層が複合し，いろんな面でセンセーショナルなものであった。

その結果，山と積まれた膨大な資料と新事実を前に，報告書に取り組んだ

わけであるが，万全なることを意図したにもかかわらず，満足いかないもの

となり，今となっては何等なす術もない。今後，椴会をみて不備を修正し，

その責務を全うしたいと想う。

最後に，発掘調査にあたり，貴童な指導や助言を賜った各分野の先生方，

さまざまな便宜をはかり協力いただいた日本道路公団，ご井建設，徳沢建設，

作業員として働いてくださった地元の方々，整理作業を担当していただいた

収蔵庫の方々に深謝の意を表したい。

鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告 (16) 

九州縦貰自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告 V 

加栗山遺跡

神ノ木山遺跡

発行日 昭和56年3月

発行 鹿児島県教育委員会 〒89 2 鹿児島市山下町14番50号

印刷 かわち印刷有限会社 〒89 2 鹿児島市下竜尾町26-1



鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書 (16) 

九州縦貫自動車道関係

埋蔵文化財調査報告

V 

加 栗 山 遺 跡

（図版）

1 9 8 1 • 3 

鹿児島県教育委員会



図版 1
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加栗山遺跡と周辺地形航空写真 1 : 7, 000 
（日本道路公団提供）
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図版3
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図版4

゜

土層断面

2
 

ピット群（曲輪 I)
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図昧5

堀 I (検出時・西から）
2
 

堀 I (掘り下げ時・西から）
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図版7

柵 列（検出時・西から）
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図版8
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炉址・湯釜出土状況

2
 

炉址直 ・N出土状況
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図版10

礫溜り II 出土状況

2
 

井戸出土状況
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柱穴出土状況

2
 

／
・
・
;
:
・
 

）
 

1
 
•• 

?
．
 

-
[
＾

＼

‘
‘
、
ウ
ノ

7
9二
〗
ー
／

/
t
}

・ヽぶ ．
．

‘
[
・

ミ
〗
羹
/
”
“
●
、

[
-
i
鵡

．
 

》

•..• 

‘
 
..•• 

,
 

｀
 .̀ 

•• 

、

．9:9,5[．力し・‘.....、
f

.

.

.

.

,
；
'1、
.
.
.
'
.
'
q•.. 

｀

9,
五

u
.
 

．、

....4 

•• 

｛

3
バ
.

.

.

 

',． -.7. 

•9] 

．．
 
ッ
'
‘
.
.
‘
~
•
、
;
‘
.
.
.
,

9

・

く

、

：

＇

s

月
・
1

.

心`
9

.

•
'
ヽ

＼`
 

嗚

伽
．
9
．
~
．
9
.
‘
.
“
.^

ヽ
‘
.
.
、
＾
ヽ
．
し
、
9
、
氏

．．．

．
 

•9 

i
．ノ
7

〈

‘,9]．
3

・

:

`
`

.

.

.
｀
竺
｀
、
ぶ
．．
 

.:`

..,．*"．？占．ヽ

A
'

.,9i‘: ．．
 
グ．，
9

，J
:曇3

．
．
口
、
へ
＄
＇
＾
，
；
t

．．
 

、
力
＊
ヽ
、
公
．
べ
'
'

-

`
｝
？
，
5
9
“
.
.
?
'
i
t
:
'
ぷ
．

b
.

ゃ
｀

•
9
?
．

、い・:,‘し‘;1t●と

g.
；^
[．．．，ク`
ざf.，
3
.
｀

ぐ
ミ
・

え
、

J
〉

.
i
y
:
,

＂又．‘

ふ
ど
が0
応
ぷ
｀
い
4
`
：
r'・
ふ
•
5
‘プ
〗
炉
喜
・
パ
ぷ

巧へ

.,.父

N1.̂
9,9‘ 

り
夕
“
:
ヤ
ロ
》•

\
r
/
^
[

ょ
．
．
が
^
•
1
•
5
9
:
'
｀
姿
〖
喜
冷
'
•
i
t
r
;
t

●
了s
s
-
．
と
一
．
息
{

•• 

9:t.';5 

、
'

•

;;f
.
 I"
 
,4 

‘̀．

3
.
 

ょ．9V

:
•
こ

g
`

々
ぷ
?
:
；
夕
｀
、
元
心
＇
，
＂
巧
・
ヽ
》
—

.

9

、.，．．`
,.} ．．．
 

/

¢

.

 

t
,
.
,
.
,
i
．ヽ．，
3
・
ヘ
タ
．
，
．
ぷ

．．
． 

‘
へ
'

，
；
；
／
l

べ
喜
壼
；
ヘ

．
 

-

'

□

ぷ・・]、

、戸≫?＇
隻
3
言，‘<／．

-

．

-

．

了

，

．

．

：

金

ぺ

，

．．
 

＼
 □

/
4萎
／

＇

ヽ

‘

、

ー
、
’
*
｀
“
「
み

/
 

鼻

．̀

9
 

?
 

”
5
A
 

q〗肴
・ゞ9
9
,
.

、

•
•
9
i
,

•• 

/
 

.

.

 

ぃ

.99.

．
 

3

,

'

、
で
，

9
.

、

•• 
“
 

•• 

＞． 

.
？
'
、
＇
．
．
．
／
今
、
、
｝
．
．
．
．
、
9. 
．
 

r,9,9‘,9 

：ィ2
,

で[、•• 

o
•

石
｝
；
●
ヽ
‘
.
.
、
、ヽ

•
`
,
.
，
'
,
.
“
1
,
`
¢
屯
．

t
＇
．
[
[

• • 

r
 ..
 ~
 

*
｀
‘
 

，
 

・
ヽ

9

”
 
.
.
 
‘
 

~
 

.

.
 

‘

~
會

¢
9

、

.. 

一

、

｀

．

．

C

，.ff"‘.• 
J
 

こ

9`k‘

,
5ょ
ャ

7

た
心
．
遍

，

．

”
 

ぶ

J,9，ん，＂令，＂f

士：
t

L

.• ク

..l

い｛
．
｀
．
．
 i:
こ
雰
；
3

．
．

‘̂-・◆

i
"
：ヽ-
L•• 

f

.
 

”. 

.

.

.
'

ー

1
)｛

•
L

P

'
.
5・
マ
c
/

9

/

（
]
．
．
 

r
 

.
b
 

ii.
、.Lf.4.^
．＂
b
.

、5•• 

ぃ□

ぞ＇
こ`

・

．
 

;

/
,

.
；

f
.

、:
S
.べ9
.
9
“

•

ン
・
9
-

．
 

．
 ヽ

•

'
、
．
a

.ぃ
.‘
‘
.
.

.

＂
資
‘
.
¢
f
.
g
:
i

.. [、・ロ

・/る
9

.

’
 

．
 

, ... 
~ 

土師器出土状況

-11-



図版12
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図版13
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図版14
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図版15
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図版16
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湯釜・すり鉢・甕・香炉・軽石製蓋
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図版17
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図版18

日置
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成川式土器
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竪穴住居址群（西から）

2
 

竪穴住居址群と集石① ・② （西から）
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図版20

I 号住居址（南より）
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阪l版21

皿号住居址（東より）

2
 

N 号住居址（北より）
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図版22

V 号住居址（北より）

2
 

VI 号住居址（東より）
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図版23

Vl[ 号住居址（西より）
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J
 ｀ VJ[号住居址・ R連穴土坑（東より）
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図版24

VIII • 1X 号住居址（北より）

2
 

VIII. 区号住居址と⑧連穴土拡（北より）
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